
様式Ｃ－１９

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書
平成２５年 ５月３１日現在

研究成果の概要（和文）：

本研究では、フランスのライシテの歴史を批判的に見直す一方で、ケベックのインターカル

チュラルなライシテの分析を進めた。その結果、政教関係の国際比較のツールとして、また新

たな共生の原理としてライシテを再定式化するためには、ライシテの構成要素がさまざまな社

会でどのように編成されているのかをとらえることが重要であることがわかった。また、日本

の政教関係史をライシテの観点から読み解くための見通しが得られた。

研究成果の概要（英文）：
This research reviewed critically the history of laïcité (secularism) in France, and

advanced the analysis of Quebec’s intercultural laïcité. As a result, it revealed the
importance of understanding how the elements of the laïcité are composed in various
societies. This was done in order to rearrange the concepts relative to the laïcité as a tool
for comparing state-religion regimes in the world and as a principle of coexistence. In
addition, a new vision acquired through this study in part enabled us to reread the
Japanese state-religion structure and its history from the viewpoint of the laïcité.
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１．研究開始当初の背景
ライシテとは、宗教からの自律性を獲得し

た国家を軸に、諸宗教間の平等と宗教の自由
を保障する原理、またはその制度である。大
革命後のフランスで、反カトリック的な要素
を孕みながら形成されたこの「宗教共存シス
テム」は、他方では「世俗の時代のナショナ
ル・イデオロギー」の役割も果たしてきた。

このような従来型のライシテが、転機を迎

えている。特にフランス第二の宗教に成長し
たイスラームに対する対応をめぐり、ライシ
テを新たな共生の原理として再定式化する
ことが急務になっている。

これまでは、ライシテを「フランス的例外」
と見なす向きが強かった。現在でも、その傾
向は根強い。しかし他方では、ライシテを「脱
フランス化」する動向も見られ、世界の政教
関係を「ライシテ」という観点からとらえか
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えす動きがはじまっている。
だが、日本ではライシテの研究はあまり進

んでいない。フランスやフランス語圏のライ
シテの研究動向を押さえること、日本の政教
関係をライシテの観点から見直すことの両
方が必要とされている。

２．研究の目的
研究の全体構想は、近代の政教関係を再検

討し、「ライシテ」をこれからの社会の共生
の原理として再構成するというものである。
本研究はその最初の基盤をなすもので、具体
的には次の 2 点を目的とする。
（1）これまで行なってきた研究を土台に、
フランスのライシテの歴史的展開と具体的
課題をさらに明確化する。
（2）ライシテを「脱フランス化」し、他の
国や地域における政教関係をライシテの観
点から読み直す。そのために、本研究ではカ
ナダのケベック州と日本を国際比較の対象
にする。

３．研究の方法
理論的仮説の構築と修正、史料や資料の読

み込み、フィールドワークを有効に組み合わ
せた包括的アプローチを用いる。
（1）フランス近代史を批判的に見直し、現
代フランスの問題構成を明確化するという
課題については、文献・史料を中心に、世俗
主義イデオロギーとしてのライシテを「宗教
史的」に理解する。分厚い記述を意識しつつ
も、全体像を喚起する事例を有効に用いなが
ら分析を進める。
（2）ケベックの事例を参照しながらライシ
テを「脱フランス化」し、日本の政教関係史
を読み直すという課題については、ケベック
のライシテについての文献を読み込む一方、
教育現場でのフィールドワークを行なう。日
本については、非フランス語圏の政教関係の
分析に「ライシテ」という観点が有効かを問
うことで、ライシテ概念を鍛え直しつつ、日
本の政教関係の特質を照らし出す。

４．研究成果
（1）政教関係の国際比較を可能にする概念
としてライシテの再定式化するに当たり、ラ
イシテの要素的理解が肝要であること、また
それがさまざまな国や地域でどのような形
で編成されているかが重要であることにつ
いて、大きな見通しが得られた。後述の「主
な発表論文等」のうち、特に「2 つのライシ
テ」や「多面体としてのライシテ」がその成
果に当たる。
（2）フランスのライシテの批判的見直しに
ついては、以下の成果を挙げた。①ライシテ
を世俗の時代の宗教再編力を持つとともに、
一定の宗教性を備えたものとしてとらえた。

その成果はとりわけ書籍として刊行された
『ライシテ、道徳、宗教学』にまとめられて
いる。②ライシテが左派の原理から右派の原
理に変貌しつつあるように見えることを、批
判的にとらえ返した。③ライシテのあり方の
変化を意識しながら、フランスの宗教学・宗
教研究の歴史を振り返り、その特徴を明らか
にした。④カトリックの社会運動「シヨン」
に注目しながら、ライシテの時代のカトリッ
クのあり方の一面を解明した。⑤19 世紀フラ
ンスにおける新たな社会秩序の模索を市民
宗教の観点から検討した。
（3）ケベックのライシテについては、2008
年以降教育現場で導入された「倫理・宗教文
化教育」について、導入の経緯や現在の運用
のあり方を教科書やフィールドワークをも
とに調査した。この教科には、ケベックにお
ける共生の理念と実情が現われていること
がわかり、今後も継続的に調査していくべき
ことが明らかになった。
（4）日本のライシテについては、フランス
語による国際学会での発表やフランス語で
の論文執筆を通して、日本の政教関係や共生
のあり方を考えることにより、その輪郭がつ
かめるようになってきた。今後は日本のライ
シテを他国との比較のなかでモデル化すべ
きことが新たな課題として見えてきた。
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